
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

石川県立七尾高等学校 

○はじめに 

 布ガムテープの粘着面同士を貼り合わせてはがすと、くっついていた部分が 

発光する。物体が外部から得たエネルギーを光として放出することにより発生 

する。本実験の目的は、摩擦ルミネッセンスの発生条件の解明である。 

○方法 材料：6種テープ(布ガム((株)サンフレイムジャパン)、 

紙ガム((株)サンフレイムジャパン)、PP(T.S企画)、ビニール((株) 

サンフレイムジャパン)、セロハン(ニチバン株式会社)、養生(ニチ 

バン株式会社)) 

 

【実験 1】 

1.テープを 2㎝×15㎝に切り、貼り合わせて 

はがした。 

2.テープに加わる力を力センサ(PASCO)で測定した。 

 

○今後の展望 

・テープをはがすときに電気が発生しているかを調

べる。 

・発光に影響する具体的な粘着剤の成分を調べる。 

〇粘着面に NaCl、CaCl2を塗布する。 

(ビニール、養生等加えられた力が 8.6Nを超えた 

が発光しなかったもので実験) 

○考察 

・テープに加えられた力の大きさが大きいと発光しやすいと考えられる。 

・テープに加えられた力の大きさが 8.6Nを超えたが発光しない場合があり、 

力以外の要因(例:粘着剤の成分、テープの基材やテープを貼り付ける面の性質) 

が関わっていると考えられる。 

・元素分析の結果、唯一単体で発光した布ガムテープでカルシウムが多く含まれて

いたため、カルシウムが発光の有無に影響している可能性がある。 

・テープ表面の様子と発光との関係は、今回の観察では不明。 
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○結果 実験 1 発光→〇 発光しなかった→× 

発光した組み合わせの中で加えられた力が最も大きかったもの→赤 

最も小さかったもの→青 

8.6Nを超えたが発光しなかった組み合わせ→黄 

以下の 4通りの組み合わせで実験を行った。(テープは省略) 

1-1 同種のテープ粘着面同士（発光する組み合わせを見つけるため） 

1-2 下敷き×テープ粘着面（テープの基材の影響を調べるため） 

1-3 布ガム粘着面×その他非粘着面（テープの基材の影響を調べるため） 

1-4 布ガム粘着面×その他粘着面（粘着力の影響を調べるため） 

 

【実験 2】電子顕微鏡を用いてテープの粘着面を観察した。 

（テープの表面の様子と発光の有無の関係を調べるため） 

【実験 3】電子顕微鏡を用いてテープ（PP、布ガム、紙ガム）の元素分析

を行った。（粘着剤の成分と発光の有無の関係を調べるため） 

図 2 発光の様子 

実験２ 【電子顕微鏡を用いて粘着面を撮影】 

図 1 発光の仕組みのイメージ図 

図 3 実験の様子 
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 PPテープ 布ガムテープ 紙ガムテープ 

実験３ 【粘着面の元素分析（PPテープ、紙ガムテープ、布ガムテープ）】 

表 1 発光の有無とテープに加えられた力の大きさ(N) 

布ガムテープ(白い斑点) 

・C、Oが最も多い 

・単体で発光した布ガムテープのみ

Caがみられる 

PPテープ セロハンテープ 布ガムテープ 

（白い斑点がみられる） 

ビニールテープ 紙ガムテープ 

（穴のようなものがみられる） 

養生テープ 

図 4 電子顕微鏡による粘着面の拡大写真（1000倍） 

図 5 粘着面の元素 


